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1　水産基本指標

注：1）�漁業生産額は、漁業産出額（漁業・養殖業の生産量に産地市場卸売価格等を乗じて推計したもの。）に種苗の生産額を加算し
たもの。

　　2）生産漁業所得とは、漁業産出額から物的経費（減価償却費及び間接税を含む。）を控除し、経常補助金を加算したもの。

項目 データ 備考

排他的経済水域等 447万㎢ 国土面積37.8万㎢、国土面積の約12倍

国内総生産（名目GDP) 水産業は7,944億円（令和6年） 総生産は634兆円

自給率

・食用魚介類：52％
　　　　（令和６年度概算値）
・魚介類全体：52％
　　　　（令和６年度概算値）
・海   藻   類：61％
　　　　（令和６年度概算値）

・食用魚介類自給率目標（水産基本計画、重量ベー
ス）
　令和14年度　94％
・食用魚介類自給率ピーク
　昭和39年度　113％

漁業・養殖業生産量 364万t（令和６年） 生産量ピーク　1,282万t（昭和59年）

漁業生産額 １兆6,297億円（令和６年） 生産額ピーク　2兆9,772億円（昭和57年）

　　漁業産出額 １兆6,055億円（令和６年）

　　種苗の生産額        242億円（令和６年）

生産漁業所得 7,208億円（令和６年）

輸入額 ２兆1,454億円（令和７年） 農林水産合計13兆8,143億円

輸出額 4,231億円（令和７年） 農林水産合計１兆7,005億円

沿岸漁家の漁労所得 447万円（令和６年）

　 沿岸漁船漁家 223万円（令和６年）

　 海面養殖業漁家 1,705万円（令和６年）　

漁業経営体数 6.1万経営体（令和６年） 昭和38年は26.7万経営体

漁業就業者数 11.5万人（令和６年） 昭和36年は69.9万人

漁業協同組合数
1,684組合（沿海地区漁協は829組合）
(令和６年度末)

昭和41年は2,476組合
（漁業協同組合合併助成法の施行直前の沿海地
区漁協数）

漁船数 106,500隻（令和６年） 昭和43年は345,606隻

漁港数 2,768港（令和８年４月1日）
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2－2　食料品の消費者物価指数の推移

資料：総務省「消費者物価指数」に基づき水産庁で作成

2　第1章関係

2－1　魚介類国内消費仕向量及び自給率の推移

資料：農林水産省「食料需給表」
　注：1）自給率（％）＝（国内生産量÷国内消費仕向量）×100。
　　　2）�数値は原魚換算したものであり（国民1人1年当たり供給純食料を除く。）、海藻類、捕鯨業により捕獲されたもの及び鯨類科学調査

の副産物を含まない。
　　　3）�原魚換算とは、輸入量、輸出量等、製品形態が品目別に異なるものを、製品形態ごとに所定の係数により原魚に相当する量に換算

すること。
　　　4）�粗食料とは、廃棄される部分も含んだ食用魚介類の数量であり、純食料とは、粗食料から通常の食習慣において廃棄される部分（魚

の頭、内臓、骨等）を除いた可食部分のみの数量。
　　　5）令和6（2024）年度の数値は概算値。
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2－3　生鮮魚介類の消費者物価指数と1人1年当たり購入量の推移

資料：総務省「消費者物価指数」及び「家計調査」に基づき水産庁で作成
　注：1）対象は二人以上の世帯。
　　　2）�平成30（2018）年に行った調査で使用する家計簿の改正の影響による変動を含むため、時系列比較をする際

には注意が必要。
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2－4　年間1人当たりの魚介類品目別家計消費の推移（全国）

資料：総務省「家計調査」に基づき水産庁で作成
　注：1）対象は二人以上の世帯。
　　　2）�平成30（2018）年1月に行った調査で使用する家計簿の改正の影響による変動を含むため、時系列比較をする際には注

意が必要。
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3　第2章関係

3－1　海面漁業主要魚種別生産量及び産出額の推移

資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計」及び「漁業産出額」
　注：1）生産量は、令和8（2026）年3月31日時点の数値。
　　　2）生産量及び産出額のうち上記以外の魚種については、合計から掲載している魚種を除いた値である。

数量:千ｔ

金額:億円　　

合 計 3,713 2,951 2,926 2,786 ▲ 25.0 ▲ 4.8

ま ぐ ろ 類 190 122 145 123 ▲ 35.3 ▲ 15.4

か じ き 類 15 8 8 8 ▲ 43.5 ▲ 0.6

か つ お 類 266 197 206 257 ▲ 3.6   24.3

さ け ・ ま す 類 151 91 63 50 ▲ 67.0 ▲ 20.7

い わ し 類 579 871 945 875   51.1 ▲ 7.4

う ち 、 ま い わ し 196 642 693 666   240.5 ▲ 3.8

う ち 、 か た く ち い わ し 248 123 113 103 ▲ 58.6 ▲ 9.0

あ じ 類 162 115 112 108 ▲ 33.5 ▲ 3.9

さ ば 類 482 320 270 256 ▲ 46.9 ▲ 5.1

さ ん ま 229 18 26 39 ▲ 82.8   52.7

ぶ り 類 125 93 87 81 ▲ 35.0 ▲ 6.6

ひ ら め ・ か れ い 類 52 41 38 37 ▲ 28.7 ▲ 2.4

た ら 類 252 218 178 178 ▲ 29.3   0.3

う ち 、 す け と う だ ら 195 160 123 124 ▲ 36.6   0.5

ほ っ け 28 35 32 28 ▲ 2.0 ▲ 12.2

た い 類 25 24 23 23 ▲ 7.5   0.8

い か 類 210 59 49 51 ▲ 75.8   4.0

う ち 、 す る め い か 173 31 21 20 ▲ 88.5 ▲ 6.6

ほ た て が い 359 340 331 317 ▲ 11.8 ▲ 4.2

上 記 以 外 の 魚 種 587 397 414 355 ▲ 39.6 ▲ 14.2

合 計 9,663 9,154 9,519 8,915 ▲ 7.7 ▲ 6.3

ま ぐ ろ 類 1,167 1,381 1,411 1,280   9.7 ▲ 9.3

か じ き 類 96 72 78 73 ▲ 24.5 ▲ 6.8

か つ お 類 609 628 689 699   14.8   1.4

さ け ・ ま す 類 726 699 418 509 ▲ 30.0   21.8

い わ し 類 593 682 1,177 941   58.8 ▲ 20.0

う ち 、 ま い わ し 130 274 494 500   284.5   1.3

う ち 、 か た く ち い わ し 169 130 173 132 ▲ 22.2 ▲ 23.8

あ じ 類 359 256 300 254 ▲ 29.2 ▲ 15.2

さ ば 類 481 356 361 344 ▲ 28.5 ▲ 4.6

さ ん ま 256 106 116 181 ▲ 29.4   56.3

ぶ り 類 339 302 309 295 ▲ 13.2 ▲ 4.6

ひ ら め ・ か れ い 類 255 192 205 186 ▲ 27.2 ▲ 9.2

た ら 類 291 235 228 223 ▲ 23.3 ▲ 2.3

う ち 、 す け と う だ ら 152 110 93 87 ▲ 42.5 ▲ 5.7

ほ っ け 55 29 40 47 ▲ 14.8   17.9

た い 類 150 126 143 141 ▲ 5.4 ▲ 1.2

い か 類 716 499 487 452 ▲ 36.8 ▲ 7.1

う ち 、 す る め い か 488 250 217 181 ▲ 63.0 ▲ 16.7

ほ た て が い 621 877 733 693   11.6 ▲ 5.5

上 記 以 外 の 魚 種 2,951 2,713 2,825 2,597 ▲ 12.0 ▲ 8.1
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3－2　漁業経営体数の推移

資料：農林水産省「漁業センサス」
　注：1）�漁業経営体とは、過去1年間に利潤又は生活の資を得るために、生産物を販売することを目的として、海面において水産動植物の

採捕又は養殖の事業を行った世帯又は事業所をいう（ただし、過去1年間における漁業の海上作業従事日数が30日未満の個人経営
体は除く。）。

　　　2）大型定置網には、さけ定置網を含める。
　　　3）�沿岸漁業経営体とは、漁船非使用、無動力漁船、船外機付漁船、使用動力漁船10トン未満、定置網、地びき網及び海面養殖業の

漁業経営体をいい、中小漁業経営体とは、使用動力漁船10トン以上1,000トン未満の漁業経営体をいい、大規模漁業経営体とは、
使用動力漁船1,000トン以上の漁業経営体をいう。

　　　4）平成15（2003）年以前については、船外機付漁船は1トン未満の動力漁船に含まれ、海面養殖業のまぐろ類はその他に含まれる。
　　　5）�平成20（2008）年以降については、地びき網は経営体階層から除外し、使用した漁船の種類及び動力漁船のトン数から判断し振

り分け、海面養殖におけるまぐろ類はその他から分離した（平成30（2018）年にまぐろ類からくろまぐろに名称を変更。）。

（単位：経営体）

132,417 115,196 94,507 79,067 65,662 ▲ 50.4 ▲ 17.0

109,350 95,550 79,563 65,117 53,493 ▲ 51.1 ▲ 17.9

漁船非使用 3,883 3,694 3,032 2,595 2,105 ▲ 45.8 ▲ 18.9

無動力漁船 198 157 97 47 62 ▲ 68.7 31.9

船外機付漁船 … 24,161 20,709 17,364 14,286 … ▲ 17.7

動力漁船計 99,692 62,877 51,606 41,875 34,311 ▲ 65.6 ▲ 18.1

 １トン未満 30,951 3,448 2,770 2,002 1,650 ▲ 94.7 ▲ 17.6

 １～３ 22,254 18,077 14,109 10,652 8,263 ▲ 62.9 ▲ 22.4

 ３～５ 29,010 25,628 21,080 16,810 13,569 ▲ 53.2 ▲ 19.3

 ５～10 10,494 9,550 8,247 7,495 6,632 ▲ 36.8 ▲ 11.5

 10～20 4,602 4,200 3,643 3,339 2,872 ▲ 37.6 ▲ 14.0

 20～30 661 610 559 494 405 ▲ 38.7 ▲ 18.0

 30～50 537 485 466 430 384 ▲ 28.5 ▲ 10.7

 50～100 455 351 293 252 200 ▲ 56.0 ▲ 20.6

 100～200 313 275 252 233 184 ▲ 41.2 ▲ 21.0

 200～500 197 115 76 64 53 ▲ 73.1 ▲ 17.2

 500～1,000 107 67 55 50 49 ▲ 54.2 ▲ 2.0

 1,000～3,000 104 68 53 52 48 ▲ 53.8 ▲ 7.7

 3,000トン以上 7 3 3 2 2 ▲ 71.4 0.0

大型定置網 969 1,086 1,252 943 932 ▲ 3.8 ▲ 1.2

小型定置網 4,457 3,575 2,867 2,293 1,797 ▲ 59.7 ▲ 21.6

地びき網 151 … … … … … …

23,067 19,646 14,944 13,950 12,169 ▲ 47.2 ▲ 12.8

の  り 6,065 4,868 3,819 3,214 2,548 ▲ 58.0 ▲ 20.7

か  き 3,308 2,879 2,018 2,067 1,846 ▲ 44.2 ▲ 10.7

真  珠 1,358 971 680 594 455 ▲ 66.5 ▲ 23.4

真珠母貝 683 448 276 248 211 ▲ 69.1 ▲ 14.9

わ か め 2,383 2,356 2,029 1,835 1,637 ▲ 31.3 ▲ 10.8

ぶ  り 1,023 839 632 520 475 ▲ 53.6 ▲ 8.7

ほたてがい 3,859 3,411 2,466 2,496 2,217 ▲ 42.5 ▲ 11.2

まだい 1,009 753 535 445 370 ▲ 63.3 ▲ 16.9

まぐろ類 … 39 63 69 64 … ▲ 7.2

そ の 他 3,379 3,082 2,426 2,462 2,346 ▲ 30.6 ▲ 4.7

沿岸漁業経営体計 125,434 109,022 89,107 74,151 61,465 ▲ 51.0 ▲ 17.1

中小漁業経営体計 6,872 6,103 5,344 4,862 4,147 ▲ 39.7 ▲ 14.7

大規模漁業経営体計 111 71 56 54 50 ▲ 55.0 ▲ 7.4

20
（2008）

合 計

平成15
（2003）

増減率（％）
25

（2013）
30

（2018）
令和５年
（2023） 令和５/平成15

（2023/2003）
令和５/平成30
（2023/2018）

●
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3－3　経営組織別漁業経営体数の推移

資料：農林水産省「漁業センサス」
　注：漁業経営体とは、3－2の注1）に同じ。

3－4　沿岸漁船漁業を営む個人経営体の経営状況の推移

資料：農林水産省「漁業経営統計調査報告」及び「漁業センサス」に基づき水産庁で作成
　注：1）�「漁業経営統計調査報告」の個人経営体調査の漁船漁業の結果を基に、「漁業センサス」

の個人経営体の船外機付漁船及び10トン未満の動力漁船を用いる経営体数で加重平均し
た。（　）内は漁労支出の構成割合（％）。

　　　2）�「漁労外事業所得」とは、漁労外事業収入から漁労外事業支出を差し引いたものである。
漁労外事業収入は、漁業経営以外に経営体が兼営する水産加工業、遊漁船業、民宿及び
農業等の事業によって得られた収入のほか、漁業用生産手段の一時的賃貸料のような漁
業経営にとって付随的な収入を含んでおり、漁労外事業支出はこれらに係る経費である。

　　　3）�令和2（2020）年以前は、東日本大震災により漁業が行えなかったこと等から、福島県
の経営体を除く結果である。

　　　4）�経営体の所得には、事業所得のほか、漁業世帯構成員の事業外の給与所得や年金等の事
業外所得が加わる。

（単位：千円）

　事 　業 　所 　得 2,411 2,315 2,418 2,591
漁 　労 　所 　得 2,224 2,082 2,192 2,234
漁 　労　 収　 入 6,284 6,012 6,848 6,986
制度受取金（漁業） 329 218 593 562
漁 　労 　支 　出 4,060 (100.0) 3,930 (100.0) 4,657 (100.0) 4,752 (100.0)
雇 用 労 賃 503 (12.4) 557 (14.2) 600 (12.9) 594 (12.5)
漁 船 ･ 漁 具 費 299 (7.4) 298 (7.6) 356 (7.6) 379 (8.0)
修 繕 費 302 (7.4) 350 (8.9) 459 (9.9) 407 (8.6)
油 費 820 (20.2) 675 (17.2) 733 (15.8) 734 (15.5)
販 売 手 数 料 375 (9.2) 382 (9.7) 464 (10.0) 460 (9.7)
減 価 償 却 費 576 (14.2) 541 (13.8) 695 (14.9) 782 (16.4)
そ の 他 1,186 (29.2) 1,127 (28.7) 1,348 (29.0) 1,396 (29.4)

漁 労 外 事 業 所 得 187 233 226 358

６年
(2024)

30
(2018)

平成25
(2013)

令和５
(2023)

参
考
資
料

参考資料
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3－7　会社経営体（漁船漁業）の漁労収益の状況（令和6（2024）年度）

資料：農林水産省「漁業経営統計調査報告」に基づき水産庁で作成
　注：1）トン数階層は、経営体が使用した動力漁船の合計トン数である。
　　　2）漁労支出＝漁労売上原価＋漁労販売費及び一般管理費
　　　3）漁労利益＝漁労収入－漁労支出
　　　4）売上利益率＝（漁労利益÷漁労収入）×100
　　　5）表頭の（　）内は、単位を除き、「漁業経営統計調査報告」の会社経営体調査の項目名である。
　　　6）表中の（　）内は、漁労支出の構成割合（％）である。

3－5　�沿岸漁船漁業を営む
個人経営体の販売金
額規模別の内訳

資料：�農林水産省「漁業センサス」に基づき
水産庁で作成。

　注：�沿岸漁船漁業とは、船外機付漁船及び
10トン未満の動力漁船を使用した漁業。

3－6　�沿岸漁船漁業を営む個人経営体の基幹的漁業
従事者の年齢階層別の販売金額規模別の内訳
及び推計平均販売金額（令和5（2023）年）

資料：�農林水産省「2023年漁業センサス」（組替集計）に基づき水産庁で作成
　注：�沿岸漁船漁業とは、船外機付漁船及び10トン未満の動力漁船を使用した漁業。
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3－8　会社経営体（漁船漁業）の財務状況等の推移

資料：農林水産省「漁業経営統計調査報告」に基づき水産庁で作成
　注：1）漁労支出＝漁労売上原価＋漁労販売費及び一般管理費
　　　2）漁労利益＝漁労収入－漁労支出
　　　3）�経常利益＝漁労利益＋漁労外売上高－（漁労外売上原価＋漁労外販売費及び一般管理費）＋営業外

収益－営業外費用
　　　4）償却前経常利益＝経常利益＋減価償却費
　　　5）売上高利益率＝（経常利益÷漁労収入）×100
　　　6）売上高償却前利益率＝（償却前経常利益÷漁労収入）×100
　　　7）1人当たり労賃＝雇用労賃÷最盛期の従事者数
　　　8）1人当たり売上高＝漁労収入÷最盛期の従事者数
　　　9）固定資産比率＝（固定資産÷負債・純資産合計）×100
　　　10）固定比率＝（固定資産÷自己資本）×100
　　　11）流動比率＝（流動資産÷流動負債）×100
　　　12）自己資本比率＝（自己資本÷負債・純資産合計）×100
　　　13）総資本経常利益率＝（経常利益÷負債・純資産合計）×100
　　　14）総資本回転率＝売上高合計÷負債・純資産合計
　　　15）（　）内は、単位及び年度を除き、「漁業経営統計調査報告」の項目名。

参
考
資
料

参考資料
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3－9　我が国の漁船勢力の推移

資料：農林水産省「漁業センサス」
　注：�海面漁業で過去1年間に、自営漁業のために使用されたものであって、調査日時点に保有し

ているもの。

3－10　海面養殖業経営体（個人経営体）の経営状況の推移

資料：農林水産省「漁業経営統計調査報告」及び「漁業センサス」に基づき水産庁で作成
　注：1）�「漁業経営統計調査報告」の個人経営体調査の結果を基に、「漁業センサス」の養殖種類ご

との経営体数で加重平均した。（　）内は漁労支出の構成割合（％）。
　　　2）�「漁労外事業所得」とは、漁労外事業収入から漁労外事業支出を差し引いたものである。

漁労外事業収入は、漁業経営以外に経営体が兼営する水産加工業、遊漁船業、民宿及び農
業等の事業によって得られた収入のほか、漁業用生産手段の一時的賃貸料のような漁業経
営にとって付随的な収入を含んでおり、漁労外事業支出はこれらに係る経費である。

　　　3）�経営体の所得には、事業所得のほか、漁業世帯構成員の事業外の給与所得や年金等の事業
外所得が加わる。

　　　4）�平成28（2016）年調査において、調査体系の見直しが行われたため、平成28（2016）
年以降海面養殖経営体からわかめ類養殖業及び真珠養殖業が除かれている。

参
考
資
料
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資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計」及び「漁業産出額」
　注：1）生産量は、令和8（2026）年3月31日時点の数値。
　　　2）生産量の海藻類は生重量、貝類は殻付き重量である。
　　　3）海面養殖業の生産額は、種苗の生産額も含む。なお、（　）内は、種苗の生産額である。
　　　4）生産量及び生産額のうち上記以外の魚種については、合計から掲載している魚種を除いた値である。

3－11　海面養殖業主要魚種別生産量及び生産額の推移

参
考
資
料

参考資料
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3－12　沿岸及び沖合・遠洋漁業別就業者数の推移

資料：農林水産省「漁業センサス」
　注：1）漁業就業者とは、満15歳以上で過去1年間に漁業の海上作業に30日以上従事した者をいう。
　　　2）�自家漁業のみとは、漁業就業者のうち、自家漁業のみに従事し、共同経営の漁業又は雇

われての漁業には従事していない者をいう（漁業以外の仕事に従事したか否かは問わな
い。）。

　　　3）�漁業従事役員とは、団体経営体において自営漁業に従事した経営主、役員、支配人及び
その代理を委任された者で自営漁業の海上作業又は陸上作業に責任のある者をいう。な
お、自営漁業に従事せず、役員会に出席するだけの者は含まない。

　　　4）�漁業雇われとは、漁業就業者のうち、「個人経営体の自家漁業のみ」及び「漁業従事役員」
以外の者をいう（漁業以外の仕事に従事したか否かは問わない。）。

　　　5）�沿岸漁業就業者とは、平成25（2013）年は、漁船非使用漁業、10トン未満の漁船（無
動力漁船及び船外機付漁船を含む。）を使用する漁業、定置網漁業及び海面養殖業に従
事した漁業就業者をいう。平成30（2018）年以降の沿岸漁業就業者は、漁船非使用漁業、
使用した漁船（無動力漁船及び船外機付漁船を含む。）の最も大きなものが10トン未満
であった漁業経営体に属する就業者並びに海上作業従事日数が最も多かった漁業種類が
定置網漁業及び海面養殖業である漁業就業者をいう。

　　　6）沖合・遠洋漁業就業者とは、沿岸漁業就業者以外の漁業就業者をいう。

（単位：人）

計 180,985 151,701 121,389
自家漁業のみ 109,247 86,943 68,460
　（うち女性） (19,823) (14,011) (9,238)
　 うち
　　沿岸漁業就業者

106,888 84,122 66,157

　　（うち女性） (19,667) (13,802) (9,105)
　 うち
　　沖合・遠洋漁業就業者

2,359 2,821 2,303

　　（うち女性） (156) (209) (133)
漁業従事役員 － 8,726 8,056
　　（うち女性） （－） (207) (213)
漁業雇われ 71,738 56,032 44,873
　　（うち女性） (4,045) (3,297) (2,181)

平成25
（2013）

30
（2018）

令和５年
（2023）

3－13　新規漁業就業者数の推移

資料：都道府県が実施している新規漁業就業者に関する調査から水産庁で推計
　注：1）�新規学卒就業者は、学校等を卒業し他産業に主として従事することなく当該年

次に新たに漁業に就業した者である。
　　　2）�離職転入者は、他産業に主として従事していた者で当該年次に新たに漁業に主

として従事した者である。
　　　3）�新規学卒就業者及び離職転入者の比率は、新規漁業就業者のうち回答のあった

者における割合である。

平成26
(2014)

令和４
（2022）

５
（2023）

６年度
（2024）

新規漁業就業者数（人） 1,875 1,691 1,733 1,754

　新規学卒就業者（％） 21.2 21.5 23.9 20.6

　離職転入者（％） 68.1 71.5 76.1 79.4

参
考
資
料
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3－14　水産物の消費地卸売市場経由量と経由率の推移

資料：農林水産省「卸売市場データ集」

参
考
資
料

参考資料
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3－15　漁業・養殖業都道府県別生産量及び産出額（令和6（2024）年）

資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計」及び「漁業産出額」
　注：1）海面養殖業生産量及び産出額には種苗養殖は含まない。
　　　2）都道府県別に取りまとめを行っていない捕鯨業は含まない。

全 国 3,636,167 3,589,121 2,786,195 順位 802,927 47,046 17,915 順位 29,131 1,478,465 889,390 順位 589,075

北 海 道 902,855 897,524 785,802 1 111,722 5,331 5,223 1 108 279,298 245,383 1 33,915

青 森 94,305 91,133 57,019 14 34,114 3,172 3,084 3 88 44,591 34,667 5 9,924

岩 手 97,978 97,696 73,500 10 24,196 282 50 21 232 37,861 27,666 7 10,195

宮 城 227,660 227,330 164,547 4 62,783 330 88 16 242 84,250 57,844 3 26,406

秋 田 4,587 4,393 4,251 37 142 194 164 11 30 2,481 2,448 35 33

山 形 x x 2,503 38 x 226 139 13 87 1,725 x … x

福 島 55,340 54,374 54,083 15 291 966 3 35 963 11,979 11,817 20 162

茨 城 x x 231,853 3 x 2,410 1,701 4 709 25,062 x … x

栃 木 912 … … … … 912 180 10 732 … … … …

群 馬 291 … … … … 291 2 37 289 … … … …

埼 玉 7 … … … … 7 1 39 6 … … … …

千 葉 83,185 83,061 79,828 9 3,233 124 19 27 105 20,958 18,642 14 2,316

東 京 x x 29,975 19 x 60 27 23 33 12,233 x … x

神 奈 川 29,811 29,658 29,033 20 625 153 111 14 42 15,242 14,868 16 374

新 潟 26,514 26,096 24,852 23 1,244 418 256 8 162 11,593 10,607 24 986

富 山 27,570 27,463 27,445 22 18 107 63 19 44 12,788 12,761 19 27

石 川 35,902 35,892 35,130 17 762 10 1 39 9 13,947 13,693 17 255

福 井 10,496 10,302 10,055 33 247 194 26 24 168 8,993 8,463 26 530

山 梨 1,009 … … … … 1,009 2 37 1,007 … … … …

長 野 1,296 … … … … 1,296 3 35 1,293 … … … …

岐 阜 1,553 … … … … 1,553 331 6 1,222 … … … …

静 岡 163,234 160,054 157,665 5 2,389 3,180 0 41 3,180 49,140 46,228 4 2,912

愛 知 41,839 36,564 27,927 21 8,637 5,275 29 22 5,246 16,765 11,261 23 5,504

三 重 78,408 77,868 58,452 13 19,416 540 297 7 243 42,710 20,120 11 22,590

滋 賀 953 … … … … 953 639 5 314 … … … …

京 都 10,292 10,280 9,309 35 971 12 7 32 5 6,069 4,116 33 1,953

大 阪 17,502 17,499 17,127 27 372 3 - - 3 4,083 3,913 34 170

兵 庫 92,181 92,136 32,301 18 59,835 45 8 31 37 59,344 24,194 9 35,150

奈 良 11 … … … … 11 0 41 11 … … … …

和 歌 山 17,741 17,123 14,054 29 3,069 618 7 32 611 14,796 7,976 27 6,820

鳥 取 92,105 91,474 89,922 7 1,552 631 216 9 415 21,828 19,708 13 2,120

島 根 106,311 101,608 101,007 6 601 4,703 4,688 2 15 21,055 20,035 12 1,020

岡 山 23,249 23,031 2,363 39 20,668 218 158 12 60 8,908 1,913 36 6,995

広 島 113,760 113,701 17,675 26 96,026 59 15 29 44 27,206 5,822 29 21,384

山 口 21,288 21,238 20,437 24 801 50 18 28 32 15,086 13,275 18 1,811

徳 島 19,402 19,100 9,724 34 9,376 302 21 26 281 13,100 5,825 28 7,275

香 川 24,700 24,694 10,792 32 13,902 6 - - 6 16,945 5,367 30 11,579

愛 媛 130,417 130,295 62,548 11 67,747 122 66 18 56 115,316 21,405 10 93,911

高 知 77,504 77,247 58,507 12 18,740 257 103 15 154 60,364 31,145 6 29,219

福 岡 45,239 45,005 16,008 28 28,997 234 60 20 174 34,025 11,271 22 22,754

佐 賀 48,641 48,636 4,321 36 44,315 5 5 34 0 34,148 4,211 32 29,936

長 崎 319,724 319,707 297,100 2 22,607 17 - - 17 117,413 65,041 2 52,371

熊 本 54,868 54,518 11,278 31 43,240 350 11 30 339 43,691 4,923 31 38,767

大 分 38,318 38,040 17,931 25 20,109 278 68 17 210 36,617 10,094 25 26,522

宮 崎 98,878 95,999 82,299 8 13,700 2,879 26 24 2,853 38,838 24,876 8 13,963

鹿 児 島 99,048 91,794 44,069 16 47,725 7,254 - - 7,254 79,265 17,421 15 61,844

沖 縄 32,254 32,254 13,502 30 18,752 - - - - 18,755 11,374 21 7,380

計 漁  業 養殖業 計 漁　業 養殖業 計 漁　業 養殖業
合　　計 

生　　　　　産　　　　　量　　　（t）    産　　　出　　　額　（百万円）
海　　　　　　　　面 内  　　水 　 　面 海　　　　　　　　面

参
考
資
料
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3－16　内水面漁業・養殖業主要魚種別生産量及び産出額の推移

資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計」及び「漁業産出額」
　注：1）生産量は、令和8（2026）年3月31日時点の数値。
　　　2）�内水面漁業は、平成26（2014）年は主要112河川24湖沼、令和4（2022）及び5（2023）年は主

要113河川24湖沼、令和6（2024）年は主要142河川24湖沼の値である。また、内水面養殖業は
琵琶湖、霞ヶ浦及び北浦において養殖されたその他の魚類の収獲量を含む。

　　　3）�内水面養殖業のうなぎについて、令和6（2024）年は「内水面漁業の振興に関する法律」に基づき、
うなぎ養殖業の実績として報告された「うなぎ養殖業の実績報告書」のうち池出量の実績（食用）
を集計した値である（海水養殖を含む。）。

　　　4）内水面養殖業の産出額には、種苗の生産額を含まない。
　　　5）�生産量及び産出額のうち内水面漁業及び内水面養殖業の上記以外の魚種については、各漁業計から

掲載している魚種を除いた値である。

参
考
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料
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3－17　水産物の主要品目別輸入数量及び金額の推移

資料：財務省「貿易統計」に基づき水産庁で作成
　注：1）数量は、通関時の形態による重量である（以下「貿易統計」においては同じ。）。
　　　2）かにについては、このほかにかに調製品が含まれている。

数量：千t
金額：億円

令和７/平成27
(2025/2015)

令和７/６
(2025/2024)

2,488 2,156 2,157 2,084 ▲ 16.2 ▲ 3.4
さ け ・ ま す 類 249 202 220 219 ▲ 11.9 ▲ 0.2
か つ お ・ ま ぐ ろ 類 246 198 209 218 ▲ 11.4 4.2
え び 157 141 155 153 ▲ 3.1 ▲ 1.5
え び 調 製 品 60 60 61 67 12.6 9.8
い か 91 108 104 90 ▲ 1.1 ▲ 14.2
か に 35 26 29 22 ▲ 37.9 ▲ 23.5
真 珠 (t) 55 51 47 41 ▲ 24.4 ▲ 11.0
たら類（すり身含む） 166 144 138 134 ▲ 19.2 ▲ 2.7
う な ぎ 調 製 品 14 18 22 23 60.9 5.7
た こ 51 31 31 27 ▲ 47.4 ▲ 13.7
い か 調 製 品 48 48 47 39 ▲ 19.5 ▲ 18.3
た ら の 卵 42 36 42 43 3.7 4.0
さ ば 73 77 68 61 ▲ 16.0 ▲ 10.1
魚 粉 227 178 171 132 ▲ 41.7 ▲ 22.6
う に 11 11 10 11 2.4 4.5
干 し の り 1 3 4 5 317.7 20.0
そ の 他 1,018 873 845 840 ▲ 17.5 ▲ 0.6

17,167 20,167 20,669 21,454 25.0 3.8
さ け ・ ま す 類 1,918 2,591 2,811 3,006 56.7 6.9
か つ お ・ ま ぐ ろ 類 2,003 2,086 1,903 2,203 10.0 15.8
え び 2,071 1,932 2,086 2,131 2.9 2.2
え び 調 製 品 785 867 891 990 26.0 11.0
い か 476 791 811 824 72.9 1.5
か に 622 569 735 665 6.8 ▲ 9.5
真 珠 448 718 737 643 43.6 ▲ 12.8
たら類（すり身含む） 612 625 568 612 0.1 7.7
う な ぎ 調 製 品 381 444 574 544 42.7 ▲ 5.3
た こ 403 434 468 407 1.0 ▲ 13.0
い か 調 製 品 250 373 392 383 53.2 ▲ 2.3
た ら の 卵 292 377 369 351 20.4 ▲ 4.9
さ ば 149 260 265 319 114.2 20.3
魚 粉 437 408 419 276 ▲ 36.8 ▲ 34.1
う に 184 273 225 270 46.5 20.0
干 し の り 26 101 203 269 925.1 32.4
そ の 他 6,109 7,319 7,210 7,561 23.8 4.9

784,055 1,103,951 1,127,160 1,133,301 44.5 0.5
2.2 1.8 1.8 1.9

６
（2024）

数

量

金

額

平成27
（2015）

我 が 国 の 総 輸 入 額 (B)

　　単位

令和５
（2023）

７年
（2025）

増減率（％）

（ A ） ／ （ B ） （ ％ ）

水 産 物 合 計

水 産 物 合 計 （ A ）

参
考
資
料
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3－18　輸入金額の上位3か国からの主要輸入品目の金額

資料：財務省「貿易統計」に基づき水産庁で作成

参
考
資
料

参考資料
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3－19　水産物の主要品目別輸出数量及び金額の推移

資料：財務省「貿易統計」に基づき水産庁で作成
　注：1）なまこについては、このほかになまこ（調製品以外）が輸出されている。
　　　2）真珠は、各種製品を除く。

参
考
資
料
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3－20　輸出金額の上位3か国（地域）への主要輸出品目の金額

資料：財務省「貿易統計」に基づき水産庁で作成
　注：なまこ調製品は、干しなまこを含む。

3－21　主要品目別産地価格の推移

資料：水産庁「水産物流通調査」に基づき水産庁で作成
　注：1）特に表示のない品目は、生鮮品・冷凍品の分類を行っていない。
　　　2）平成27（2015）年は209漁港、令和5（2023）年以降は147漁港の価格。
　　　3）�主要品目のうち、平成27（2015）年の「まぐろ」は「くろまぐろ及びみなみまぐろ（いんどまぐろを含む。）」を示していたが、

令和5（2023）年以降は令和3（2021）年の分類の整理により「くろまぐろ」と「みなみまぐろ」に分別して表記。
　　　4）令和7（2025）年の価格は概算値。

（単位：円/㎏）

ま ぐ ろ 生 鮮 1,907 - - - - -

冷 凍 1,778 - - - - -

く ろ ま ぐ ろ 生 鮮 - 2,856 2,818 2,533 - ▲ 10.1

み な み ま ぐ ろ 冷 凍 - 1,954 1,654 1,868 - 12.9

び ん な が 生 鮮 399 458 437 454 13.7 3.8

冷 凍 398 394 446 355 ▲ 10.9 ▲ 20.4

め ば ち 生 鮮 1,514 1,608 1,524 1,657 9.4 8.7

冷 凍 937 999 961 1,012 8.1 5.3

き は だ 生 鮮 989 1,019 1,133 988 ▲ 0.2 ▲ 12.9

冷 凍 387 563 523 555 43.4 6.0

か つ お 生 鮮 364 389 337 561 54.1 66.2

冷 凍 193 315 255 272 40.5 6.6

ま い わ し 59 70 69 50 ▲ 14.9 ▲ 27.7

う る め い わ し 53 103 91 79 48.7 ▲ 13.1

か た く ち い わ し 46 92 79 53 14.6 ▲ 33.2

ま あ じ 179 281 248 269 50.7 8.5

む ろ あ じ 160 135 119 135 ▲ 15.5 13.3

さ ば 類 80 136 136 147 84.3 8.2

さ ん ま 219 414 463 337 53.7 ▲ 27.3

ほ っ け 247 112 155 258 4.6 66.8

す る め い か 生 鮮 289 942 862 768 165.3 ▲ 10.9

冷 凍 657 1,608 1,703 1,237 88.3 ▲ 27.3

うち (冷凍、近海 ) 378 - - - - -

うち (冷凍、遠洋 ) 279 - - - - -

増減率(％)

令和７/６
(2025/2024)

令和７/平成27
(2025/2015)

６
（2024）

令和５
（2023）

７年
（2025）

平成27
（2015）

参
考
資
料

参考資料
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4　第4章関係

4－1　世界の漁業の国別及び魚種別漁獲量の推移

資料：�FAO「Fishstat（Global capture production）」（日本以外）及び農林水産省「漁業・養殖業生産統計」（日本）
に基づき水産庁で作成

4－2　世界の養殖業の国別収獲量の推移

資料：�FAO「Fishstat（Global aquaculture production）」（日
本以外）及び農林水産省「漁業・養殖業生産統計」（日
本）に基づき水産庁で作成

参
考
資
料
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4－3　世界の1人1年当たり食用魚介類の消費量の推移（粗食料ベース）

資料：�FAO「FAOSTAT（Food Balance Sheets）」（日本以外）及び農林水産省「食料需給表」（日本）に基づき
水産庁で作成

　注：1）粗食料とは、廃棄される部分も含んだ食用魚介類の数量。
　　　2）中南米は、カリブ海地域を含む。

4－4　世界の水産物輸出入量の推移

資料：FAO「Fishstat（Global aquatic trade）」に基づき水産庁で作成
　注：EUの輸出入量にはEU域内における貿易を含む。

参
考
資
料

参考資料
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4－5　主要国・地域の水産物輸出入額及び純輸出入額

資料：FAO「Fishstat（Global aquatic trade）」（令和5（2023）年）に基づき水産庁で作成
　注：EUの輸出入額にはEU域内における貿易を含む。

参
考
資
料
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5　第5章関係

5－1　漁港背後集落の人口と高齢化率の推移

資料：水産庁調べ（漁港背後集落の人口及び高齢化率）及び総務省「人口推計」（国勢調査実施年は国勢調査人口による）
　注：高齢化率とは、区分ごとの総人口に占める65歳以上の人口の割合。

5－2　漁港数の推移

資料：水産庁調べ
　注：各年4月1日時点の漁港数。

（単位：港）

平成28
（2016）

令和６
（2024）

７
（2025）

８年
（2026）

漁 港 数 2,866 2,774 2,772 2,768

  第１種 その利用範囲が地元の漁業を主とするもの。 2,134 2,037 2,035 2,031

  第２種
その利用範囲が第１種漁港よりも広く、
第３種漁港に属しないもの。

519 524 524 524

  第３種 その利用範囲が全国的なもの。 101 101 101 101

  特定第３種
第３種漁港のうち水産業の振興上特に重要な漁
港で政令で定めるもの。

13 13 13 13

  第４種
離島その他辺地にあって漁場の開発又は漁船の
避難上特に必要なもの。

99 99 99 99

参
考
資
料

参考資料
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5－3　漁港登録漁船隻数の推移

資料：水産庁調べ
　注：各年12月31日時点の隻数。

参
考
資
料
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